
 
 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 受付後、特に受験票等の送付は行いません。受験番号については、試験当日の会場受付にて 

お知らせします。 

 

 
 

試験職種 採用予定年月日 採用予定人員 職 務 内 容 受験資格 

電気に関する
技術職 

令和6年4月1日 ３名程度 土木部等におけ
る建築物に係る
電気設備等の設
計及び工事監理
等業務 

昭和62年4月2日以降生まれた
人で、次のいずれかに該当す
る人 
① 電気主任技術者免状（第

１種、第２種又は第３種の
いずれか）を有する人 

② 電気事業法の規定に基づ
く主任技術者の資格等に関
する省令第１条に規定する
第３種電気主任技術者免状
に係る学歴を有する人又は
学歴を修了（卒業）見込み
の人 

※ 日本の国籍を有しない人又は地方公務員法第 16 条（欠格条項）に該当する人は受験できません。 

※ 試験に合格した場合でも受験資格に定める免許を取得できなかった場合は、採用されません。 

 

 

 
 

試 験 期 日 試 験 会 場 合 格 者 発 表 日 

令和5年7月20日(木) 
受  付    8:30～ 8:45 

教養試験  9:00～11:00 

適性検査Ⅰ 11:10～12:00 

適性検査Ⅱ 13:00～13:40 

口述試験   13:50～ 

福島県庁本庁舎2階 第一特別委員会室 
（福島市杉妻町2－16） 
※ 午前8時45分までに試験会場に集合

してください。 
※ 会場へは公共交通機関をご利用く

ださい。 

令和5年8月24日(木) 

※ 合格者発表は福島県庁前掲示場に合格者の受験番号を掲示するとともに福島県総務部人事

課のホームページに掲載するほか、合格者に文書で通知します。 

なお、不合格者に対しては通知しません。 

 

【受付期間】 

令和 5 年 5 月 29 日（月）～6 月 29 日（木）必着 

福島県職員採用選考予備試験受験案内 
 

                   福 島 県 総 務 部 人 事 課   

                   〒960-8670  福島市杉妻町 2番 16 号 

                   ℡(024)521-7033 

１．試験職種、採用予定年月日、採用予定人員、職務内容及び受験資格 

２．試験期日、試験会場及び合格者発表日 
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試験種目 内容 

教養試験（筆記試験） 職員として必要な一般的知識及び知能についての試験（択一式） 

適性検査 職務遂行上必要な適性に関する検査 

口述試験 人物についての個別面接による試験 

 

 
 
 

試験種目 教養試験 口述試験 適性検査 合計 

配点 100 75 （適否） 175 

 ※ 適性検査については、適か否の判定となり、得点化の対象とはなりません。 

   適性検査において否となった場合には、他の試験種目の成績にかかわらず不合格となります。 

 

 

 
提出書類に必要事項を記入し、期間内に郵送又は持参により受験申込先に提出してください。 

 

提 出 書 類 

① 履歴書 
② 面接カード 
③ ・第１項目の受験資格欄の①に該当する者  当該免状の写し        

・第１項目の受験資格欄の②に該当する者  当該学歴に係る教育機関における
    単位取得証明書又は当該学歴を修了（卒業）見込みの教育機関における電気 
    主任技術者免状の交付申請に必要な修得科目の履修を証明する書類（別紙様 
    式を参考にしてください。） 

※ いずれも申込時に提出してください。 

受験申込先 

■ 福島県土木部土木総務課  〒960-8670  福島市杉妻町2番16号 
※ 郵送する場合は、封筒の表に赤で「受験申込」と書いて、必ず簡易書留にして
送付してください。なお、簡易書留によらない郵送で事故が発生した場合の責任
は負いません。 

受 付 期 間 
令和5年5月29日（月）～6月29日（木） ※ 必着 
※ 受付期間経過後の申込みは一切受け付けません。 

 ※ 受付時間は、月曜日から金曜日までの午前8時30分から午後5時15分までです。 

 

 

 
筆記用具として必ず鉛筆（又はシャープペン）と消しゴムを持参してください。 

 

 

 
  採用されると、本県の条例等に基づき給与が支給されます。 

(１) 給料月額 

令和 5 年 4 月 1日現在の大学新卒者の初任給の基準額は 196,100 円、高校新卒者の初任給の

基準額は 162,400 円であり、職歴等の経歴により決定されます。 

また、昇給は原則として毎年１回行われます。 

 

(２) 諸手当 

扶養手当、通勤手当、住居手当、超過勤務（残業）手当、期末・勤勉手当（ボーナス）など

が、それぞれの支給要件に応じて支給されます。 
 

７．給与 

３．試験種目及び内容 

４.試験種目ごとの配点 

５．受験手続 

６．当日持参するもの 
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この試験の結果については、下記のとおり、受験者本人へ閲覧により提供します。受験者本人

であることを明らかにする書類（運転免許証、学生証、マイナンバーカード等）を持参のうえ、

受験者本人が直接下記提供場所へおいでください。 

 

提 供 内 容 提 供 期 間 提 供 場 所 

・総合得点及び順位 

・適性検査の適否 

合格者発表日から１か月間 福島市中町8－2 福島県総務部人事課 

 （福島県自治会館3階301会議室） 

 

 

 
(１)  この試験に関し不明な点は、下記に問い合わせてください。 

■ 福島県土木部土木総務課 

℡：(024)521-7451 

e-mail: dobokusoumu@pref.fukushima.lg.jp 

 

(２) この受験案内及び提出用紙は、福島県総務部人事課のホームページ 

(https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/01125c/)から入手できます。 

 

(３) 障がい等により受験に際し配慮を希望する場合は、申込期間内に福島県総務部人事課

(℡:(024)521-7033)まで御連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

福島県庁本庁舎 

８．試験結果（成績）の提供 

９．その他 

 試験会場までのアクセス 

JR 福島駅から

徒歩約 15 分 
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            履 歴 書         令和  年  月  日現在 

  
 
 
  
 
  
 
  
 

  
 

 

 
 ※写真貼付欄 
 
 １縦36mm～40mm 
 
  横24mm～30mm 
 
 ２単身胸から上 
 
 ３裏面のりづけ 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 ふりがな  
 氏 名  

試 験 職 種        

電気に関する技術職 

 昭和・平成    年    月    日生（満   歳） 性  別 男 ・ 女 

 現住所 〒 

  

 
 電話 
  (        ) 
   － 

  メールアドレス 
  

 

年 号 年 月 日 学歴・職歴・免許・賞罰など（各別にまとめて書く）                          

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

 

 特技、資格 
 
 

 
   
  私は、次のいずれにも該当しません。 

また、この履歴書に記入した事項は、すべて事実と相違ありません。 
１ 日本国籍を有しない人 
２  禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの人 
３  福島県職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない人 
４  日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊すること
を主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した人 

     令和  年  月  日 
                                         氏 名                   
                              ※日付と氏名を必ず本人が記入（手書き）してください。 

 

【 宣 誓 欄 】        
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福島県総務部人事課     

面     接     カ     —     ド 

試験職種 電気に関する技術職 受験番号  

ふりがな 

 

氏  名 

 

生年月日 
昭和 

平成 

       年  月  日（  歳）  

性  別 男  ・  女 

 １ 学生時代（又は卒業して以降）に打ち込んだこと 

 

 

 

 

 

 

 ２ 福島県職員を志望した動機 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 福島県（又は福島県の行政）に関して考えること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      （裏面へ続く） 
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福島県総務部人事課     

 
 

試験職種 
電気に関する 

技術職 
受験番号  氏 名  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ４  趣 味  

 

 

 

 

 

 ５ 自己紹介（私の人柄） 

 

 

 

 

 

 

 

 ６ 最近関心を持ったこと 

 

 

 

 

 

 

 ７ 就職の意向 

  （１）他の採用試験の受験状況 

    国家公務員（  ）職 （試験区分：       ） 合格（一次・最終） ・ 未発表 

 
      他の公務員試験（試験名：            ） 合格（一次・最終） ・ 未発表 
 
           （試験名：            ） 合格（一次・最終） ・ 未発表 
 
      民間企業等（業務内容：             ）  合格（一次・最終） ・ 未発表 
 
                （業務内容：             ）  合格（一次・最終） ・ 未発表 
 
  （２）県職員の志望順位  第１志望 ・ 第２志望 ・ その他（           ） 
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単  位  取  得  （  見  込  ）  証  明  書            [別紙様式] 

 

   年   月   日 入学 

   年   月   日 

                                氏  名 

     学部      科 卒業（見込） 

         生年月日       年   月   日 生 

 

上記の者は、電気事業法の規定に基づく主任技術者の資格等に関する省令第１条第１項の規定により、 

下記の科目を修得（済・見込）である。 

 

   年   月   日 

                              学 校 名 

                              学校長名                    印 

 

記 

科目区分 履修単位 修得単位 学科目の内容 

１．電気理論、電子理

論、電気計測及び電子

計測に関するもの 

ａ電気・電子工学の

基礎 

◎科目   電気磁気学、電気回路理論、電気計測または

電子計測 
○科目   電子回路理論、電子工学、システム基礎論、

電気電子物性 

ｂ電気基礎実験、電

子実験 

◎科目   電気基礎実験 

○科目   電子実験 
小計   必要最低単位数（    ） 

２．発電所及び変電所

の設計及び運転、送電

線路及び配電線路(屋

内配線を含む。)の設

計及び運用並びに電

気材料に関するもの 

ａ発電、変電、送電、

配電、電気材料 等 

◎科目   発電工学・発電用原動機に関するもの、変電

工学、送電工学、配電工学、電気材料 
○科目   高電圧工学、エネルギー変換工学、システム

工学 
ｂ電気応用実験、電

気実習 

◎科目   電気応用実験 
○科目   電気実習 

ｃ電気製図 ○科目   電気製図 
小計   必要最低単位数（    ） 

３．電気機器、パワー

エレクトロニクス、電

動機応用、照明、電熱、

電気化学、電気加工、

自動制御、メカトロニ

クス並びに電力シス

テムに関する情報伝

送及び処理に関する

もの 

ａ電気・電子機器、

自動制御、電気エネ

ルギーの利用、情報

伝送・処理等 

◎科目   電気機器学、パワーエレクトロニクス、自動

制御または制御工学 
〇科目   電動機応用、照明、電気加工(放電加工を含

む)、電熱、メカトロニクス、電気化学変換、

電気光変換、情報伝送・処理、電子計算機 
ｂ電気応用実験、電

気実習 

〇科目   電気実習、電子実習 

 
ｃ電気・電子機器設

計、製図 

〇科目   電気機器設計、自動設計製図(ＣＡＤ)、電子

回路設計、電子製図 
小計   必要最低単位数（    ） 
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４．電気法規(保安に

関するものに限る。)、

電気施設管理に関す

るもの 

電気法規・電気施設

管理 

◎科目   電気法規、電気施設管理 

小計   必要最低単位数（    ） 

合計    

 

備考１．◎科目は、必須科目を、○科目は、その他の科目を示す。 

２．資格の認定取得に必要な科目区分毎の最低単位数（必須科目を含む）を小計欄に記載すること。 

３．卒業した当時と学校名等が異なる場合は、当時の学校名を併記すること。編入・転入の場合は、その旨を記載 

すること。 

  ４．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４（両面印刷）とすること。 

 

  ※ 所定の履修単位と修得単位（見込み）が照合できる内容であれば、大学・高校等の所定の様式でも差し支えない

こと。 
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